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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年8月26日(2010.8.26)

【公開番号】特開2006-233169(P2006-233169A)
【公開日】平成18年9月7日(2006.9.7)
【年通号数】公開・登録公報2006-035
【出願番号】特願2005-195696(P2005-195696)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ 299/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ 299/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   4/02    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/14    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月13日(2010.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機溶剤を除く組成物全量を１００質量％として、
　（Ａ）重合性不飽和基を有する有機化合物を結合させてなる金属酸化物粒子　３０～８
０質量％、及び
　（Ｂ）分子中に芳香環構造を有し、３個以上の（メタ）アクリロイル基を有するウレタ
ン（メタ）アクリレート　５～５０質量％
を含有する硬化性組成物。
【請求項２】
　前記（Ａ）成分の粒子中における有機化合物が、重合性不飽和基に加えて、下記式（１
）に示す基を有する請求項１に記載の硬化性組成物。

【化１】

［式（１）中、Ｕは、ＮＨ、（酸素原子）又はＳ（イオウ原子）を示し、Ｖは、Ｏ又はＳ
を示す。］
【請求項３】
　前記（Ａ）成分の粒子中における有機化合物が、分子内にシラノール基を有する化合物
又は加水分解によってシラノール基を生成する化合物である請求項１又は２に記載の硬化
性組成物。
【請求項４】
　前記（Ｂ）成分の（メタ）アクリロイル基１つ当たりの分子量が、４００以下である請
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求項１又は２に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　前記（Ｂ）成分の分子中に芳香環構造を有し、３個以上の（メタ）アクリロイル基を有
するウレタンアクリレートが、下記式（３）で示される化合物である請求項１又は２に記
載の硬化性組成物。
【化２】

【請求項６】
　請求項１又は２に記載の硬化性組成物を硬化させてなる硬化層。
【請求項７】
　透明基材上に請求項６に記載の硬化層を有する積層体。
【請求項８】
　透明基材、請求項６に記載の硬化層及び低屈折率層をこの順に積層してなる反射防止膜
。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明によれば、以下の硬化性組成物、その硬化物及び積層体を提供できる。
［１］有機溶剤を除く組成物全量を１００質量％として、
　（Ａ）重合性不飽和基を有する有機化合物を結合させてなる金属酸化物粒子　３０～８
０質量％、及び
　（Ｂ）分子中に芳香環構造を有し、３個以上の（メタ）アクリロイル基を有するウレタ
ン（メタ）アクリレート　５～５０質量％
を含有する硬化性組成物；
［２］前記（Ａ）成分の粒子中における有機化合物が、重合性不飽和基に加えて、下記式
（１）に示す基を有する上記［１］に記載の硬化性組成物。
【化３】

［式（１）中、Ｕは、ＮＨ、Ｏ（酸素原子）又はＳ（イオウ原子）を示し、Ｖは、Ｏ又は
Ｓを示す。］；
［３］前記（Ａ）成分の粒子中における有機化合物が、分子内にシラノール基を有する化
合物又は加水分解によってシラノール基を生成する化合物である上記［１］又は［２］に
記載の硬化性組成物；
［４］前記（Ｂ）成分の（メタ）アクリロイル基１つ当たりの分子量が、４００以下であ
る前記［１］～［３］のいずれかに記載の硬化性組成物；
［５］前記（Ｂ）成分の分子中に芳香環構造を有し、３個以上の（メタ）アクリロイル基
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を有するウレタンアクリレートが、下記式（３）で示される化合物である上記［１］～［
４］のいずれかに記載の硬化性組成物；
【化４】

［６］上記［１］～［５］のいずれかに記載の硬化性組成物を硬化させてなる硬化層；
［７］透明基材上に上記［６］に記載の硬化層を有する積層体；及び
［８］透明基材、上記［６］に記載の硬化層及び低屈折率層をこの順に積層してなる反射
防止膜。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３７】
　（Ｂ）成分として好ましい化合物としては、下記式（３）

【化８】

で示される化合物（以下、「ＰＴＰ」という。）が挙げられる。
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